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カット

APS94Dを装備して飛ぶ

カナダ空軍のARGUS機

(Motoro1a杜提供)

駒井二郎

V一･SLARの特性(I)(続)

映像の歪み(続)

これまでの説明がやや定性的にすぎたので映像の歪

みの問題を多少解析的に整理してみよう.地形補正

はともかく例の斜距離～実距離間の相異は地質構造の

判読に際して深刻な影響をおよぼすだけに何としても

reStitutiOnの段階で自動化を図りたいところである.

実際にそれは可能であり機械的な処理は簡単では恋

いにしても少なくとも多大の困難を伴うというほどの

ことでも狂い.

この補正は前述の通りCRTの掃引機構の改良で一

応解決しうるがより正確な処理を期すためには“撮

像飛行(image舶ght)"の前にあらかじめ“地形測定

飛行(terrain舶ght)"を行ない電波高度計によって

所要の図化精度に見合った数だけの地点における対地高

度を把握しておくのが望ましい.この予備飛行の仕様

は理論的に見積って綿密な計画をたてることかできるし

そのデｰタは地形補正を試みる際にも役立つ.また陰

影効果を高めるための最適側線方向の選定への基礎資料

ともなりうるからとにかく何らかの形で本測定に先立

つ予察飛行早必ず実施する必要カミある.

今第1図において8を航空機～目標間の斜距離G
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第1図

地表を曲面として扱

う

ったときの測定の

geometry(FI0R画

による)

〃

�

R第2図

エレクトロルミネセ

ンスを利用した再生

機の原理図(FIo朋

による)

を基準面における実距離G1を目標の標高点からとっ

た実距離Hを海抜の飛行高度Kを目標点の標高一

K1を航空機直下の鉛直点(nadir)の標高Rを地球半

径とすれば斜距離を実距離に変換するため加えるべき

補正量は(8-G)と放る.しかし再生の過程で飛行

方向とレンジ方向の長さを一致させる必要から両記録

の縮尺の変換を行なわねばならたい.したがって補正

前の原フィノレムの縮尺を1インチ当りλマイノレ補正後

のそれをαマイノレとすれば映像上における所要の偏移

量Cは

�

-C=一一一･･(1〕

1α

となる.

第1図から明らかなように目標とする地物が鉛直点に

近づくにつれCは(H-K1)に漸近してゆく.換言

すれば最大の歪みは鉛直点近傍に生ずることとなるが

この分をあらかじめ再生機上でズラしておけば｢初期補

正｣をゼロにすることができる.

次にεを地球の曲率に関連した係数とすればGは

G一昌〔8･一(H-K)･〕去ただし､一R

/(R+K)(R+H)〕音

補正後の映像
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となるから飛行高度による偏移の分を(1)式に導入すれ

ば補正方程式は

一｡一(H一κ)｡l/･･一(H)･〕女一⊥..(｡)

α1α

この補正を自動的に行なうためにはいろいろな方法カミ

考えられるか一例としてエレクトロルミネセンスを巧

妙に利用した再生機の概念を第2図(FIoBE,1967)に示

す.原理的には映像の光路長を原記録フィルムを走査

させつつ上式で与えられる量だけ移動させればよく

レンズ移動量の指令はKKlH等のデｰタを処理

したディジタルコンピュｰタから供給される.同図中

の互は下式により定義される量で映像上における鉛直

点～目標間の距離に相当しこれがELパネノレの走査速

度を制御する.

亙=〔8一(H-K')〕

レンズ系のみでは応答速度がおそいため補正量カミ大

荏るときには加速度が追いつかず再生過程の低能率が

さけられなかったのを動作の迅速なELバネノレのディ

ジタル特性によって改善を図った点にこの方式の特色

がみられるものである.

ただこの補正は精度と処理速度にさえ高度な註文を

つけなければ判読の際に手作業でも容易に行なえるも

のであって第3図はDAL肥eta1.(1969)の考案した

ノモグララの一例である.数学的関係はきわめて簡単

だからこの程度のものでも充分実用にたるがあく

までも平坦地形を前提としている点は注意を要し飛行

高度が低くたるにつれこの誤差は増大してゆく.

一方同じく前回で略述した“Squint(斜視)"にして

も結果として生ずる影響は似ているものの厳密には横

風によって航空機自身が流される偏流角とは区別される

べき性質のものであり狭義の“斜視"とは放射電磁波

の主ビｰムカミ機体軸と直交する線との間につくる角度を

指す.これは使用周波数によって異なってくるが偏

流角とは相加性カミありかつ一定値をとるのでノ･一ドウ

ェア上における修正には格別に厄介な問題は生じない.

第4図はMotoro1aのAPS94Dが採用している現場用

突距離

右

､･飛行高度
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斜距離

第3図斜麗離仲実距離のノモグラフ(DムLKEeta1.による)
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第4図斜視誤差補正用チャｰト

の例(Motorola杜提供)

第5図

ヨｰイング安定装置を停止した場合

の映像(Motoro1a杜提供)�
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峡谷

って規制されている〕国道40号線粗粒の河川堆積物アンテナの動揺による縞状模様

隈石孔断層雷雲の中心部WlN･･OW微粒土壌･1…置･0･O･^O

･､､一刎∴μナ型式単独1一

策6図雷雨のなかで撮像された記録例(Wins1ow,アリゾナMotoro1a杜提供)

のチャｰトでCRT管面上の掃引軸をセットした値に

応じて回転させるものである.

また｢歪み｣というよりはむしろ｢雑音｣の範ちゅう

に入るけれどもジャイロによるアンテナの安定化(こ

の場合は対ヨｰイング)を欠いた場合の映像を第5図に

かかげておく.試験飛行以外ではこのように故意に安

定化を怠ることはまず考えられないが実用上これが問

題となるのはたとえばはげしい雷雨のなかで撮像飛行

を強行したよう衣場合である(第6図一W1NsL0w,アリ

ゾナ).同図中央部下辺に雷雲の中心が認められ安定

装置はもちろん動作してはいるが強度の大気乱流のた

め縞状の模様が広範囲にわたって発生している状況が

観察されるであろう.

珊一SLARの特性(■)

陰影効果

さまざまな地物に伴って映像

上に生ずる陰影効果はSLAR

の特徴が最大限に発揮されるポ

イントのひとつである.もと

もと普通写真の判読に際しても

陰影は立体感を浮き立たせる上

に有力な要因ではあったがし

ばしば指摘されるようにSLAR

は低太陽角度航空写真(LSAP)

と共通点を有するだけにとり

わけ線状構造の強調効果におい

て一層重要な役割を果す.

しかもSLARはLSAPよりは

調査計画の自由度に恵まれてい

るだけに一段と有利である.

すなわちLSAPの撮影に際し

ては当然なカミら作業時間は早朝または夕刻に制限され

るし地理的条件によって幅はあるにしても太陽の運行

は東から西へと一定方向に限られるからこの意味では

ランダムに分布する地質単元の走向に対し常に最適の側

線方向をとれる訳ではない.SLARがこの種の制約か

ら一切解放されていることは明らかである.

さてSLARの陰影効果はすべて第7図に集約されて

おり各部の意味するところは自明と思われるが伏角

βと電磁波ビｰムの到来方向に背を向けた走向長の長い

地物(たとえば紙面と垂直な向きにのびる二次元モデノレ

的地塁)の勾配αとの相対的関係により次の三種類の

場合に大別することができる.

(1)α<β:斜面はビｰムによってくま祖く照射され陰影は

,昔･20'

CI五/｣1D-1
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第7図

二次元的地形によるSLAR

の陰影効果(LEwIsetal.

による)�
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まったく生じない.

(2)α=β:いわゆるgrazingang1eの入射角で斜面は部

分的に照明され薄暮時のような微光を生ずる.

(3)α>β:斜面はビｰムから遮散され反射信号が消失して

長短さまざま泣陰影を生ずるカミこの影は地物ま

での距離カミ違いほど(αカミ小たるほど)長く怒っ

てゆく.

容易に理解される通りこの条件は地物の走向が飛行

方向と平行の場合においてのみ成り立つ.側線と走向

間の角度(偏位角)θカミ増加するにつれ一定の伏角の

もとで同量の陰影を生ずるべきαは増加してゆくカミ第

8図はこの関係を表わしたもので実用的には陰影長か

ら地物の後背角を求めたい場合のαのθによる補正曲線

と考えてよい.たとえばβ=θ=40｡ならば陰影を

生晋しめているαは47.5｡以上なることカミ推定される.

逆にこのθの影響を無視してαを求めたときの誤差を

示したのが第9図でθ<30切場合にはβの如何にかか

わらず誤差は5｡以下にすぎないがθカミ5びを越すと急

激に増大しとくに15｡<β<45｡の範囲でいちじるし

い.

このようにしてレンジ方向と地物の走向との相互関係

→電磁波ビｰムの照射方向(1ookdirection)はSLAR

映像の陰影効果を大きく支配するのであるがこの変化

による地質構造の検出能力について"古典的"に著名校

のはMAcD0NAmetaL(1969)の研究である.もと

より照射方向の重要性は早くから多くの人々によって認

識されてはいたが同一地域についていろいろと方向を

変えて反復測定を行荏った例が少なくMAcD0NAmら

の系統的た成果カミまとまるまでには例のバナマｰ北酉

コロンビア調査(1967)を待たねば柱らなかった.す

在わちこの調査では大部分の地域が互いに直交する4

本または2本のレンジ方向をもつようにして撮像された

のである.彼らの解析で採用された判読対象は断層

節理系および傾斜面の三種類でこれらは岩石の種類に

あまり関係なく普遍的に存在しとりわけ熱帯地方では

通常地形によく反映している場合カミ珍しくないからで

あった.

ただし空中写真と同じくあるいは分解能において劣

るSLARではそれ以上に断層と節理(系)の弁別は

困難でとくに既存の地質資料を欠いているよう衣場合

には一般に明瞭で長い延長のリニアメントを断層とみ

なし短かく交差するような表われ方のリニアメントを

節理または節理系として分類している.

第1表はその結果の要約であるカミ表中50mを境に

地形の起伏を区分しているのは必ずしも明確な根拠があ

る訳では狂くせいぜい“高"“低"程度の意味合いにす

ぎない.もっとも高低の区分それ自体はこの種の分析

を試みる場合にはきわめて重要な事柄でできるだけ細

分することが望ましい.また入射角によりレンジ方向

を次の三種に大別したがこれはさきほどのLEwIsらの

行った分類に対店する.
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近距離領域:入射角<55｡

中距離領域:55｡<入射角<69｡

遠距離領域:入射角>69o

第1表で注目されるのはまず断層の場合比高の如何

にかかわりたく偏位角の影響が圧倒的に検出率を左右し

ていることでたとえば検出不能とされた判読対象のう
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地物の後背角(α)

第8図

目標物の後背負(α)一

偏位負(θ)一味角(β)間

の関係(LEwIseta1.

による)

第9図

クを無視した場合のα

の誤差(LEwIseta1.

による)
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策1表照射方向による地質構造検出への影響(McDo蛆LDeta1.による)

鱗灘欄象

断層96

�ね

�ね

節理系78

�ね

�ね

傾斜面65

<50皿

�ね

比高別

判読対

象数
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検出でき検出でき

た判読対粧かった
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90形

ユO%
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㈹─
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平均偏位負

55%≧鮒

75%≦30｡

46%≧60｡

71%≦30｡

36房≦30o,32%≧60o

して表現されるから起伏のはげしい地域の方カミ検出し

やすくなるのは道理といえよう.またこの場合といえ

ども偏位角の影響はやはり大きく比高50m以上の地域

でも検出にいたらなかった個数のうち50%カミこれまた

300を割っている事実カミ目につく.

上記とほぼ同様の傾向は傾斜面の場合についても認め

られるカミ斜面カミァンテナと向き合っているような場合

には検出率が低下してくるのはある程度やむをえない

ものといえよう.

58%≦30｡

40%≧60o,35%≦300

65%≦30｡

50%≦30｡

63%一斜面とアンテ

ナは相対している

47房≧60｡

100%一斜面とアンテ

ナは相対している

ち75%はこれが30｡以下の場合であった.逆に偏位

角が6びを上回れば歩留りは急速に向上する.

一方節理系の方はこれとやや趣きを異にし目標の

比高によって検出率に相当の差がみられる.一般にS

LAR映像では分解能カミ高くはないだげに個々の節理

そのものよりも節理系として判読されることになる場合

が多いが通常これらは短かいリニアメントの集合と

これらの分析結果を通じいずれの場合についても一

貫していえることは照射方向の飛び抜けた重要性であ

りとりわけ地形にせよ地質にせよドレンドカミある特定

の方向に片寄っているような地域ではこの選定を誤る

と致命的た結果を招くおそれか強い.結論としてMAc

D0N蛆Dらは処女地域の地質概査の場合には直交する

4本の撮像飛行既存デｰタが若干利用できる場合の

精査においても最低2方向カミ必須と主張している.

記号は異なっているが誤差の急増する偏位角30｡(第

9図ではθ=60｡)の範囲カミ大体一致しているのは興味

深い.実際のSLAR映像の具体的恋例を第10図と第

11図にかかげる.どちらも米国の地質家にはなじみ深

い地域とのことでなかんずく第10図のSpanishPeaks

(コ回ラド州南～中央部)には多種多様な火成岩体や構

造線カミ分布しかつ全域にわたって地形がほぼ水平な堆

積岩層とこれに貫入した岩株岩脈等によって規制され

ていることから広く知れ渡っているところのものである.

局地的な高低差はときには2,000皿以上にも達し巨

大た火成岩塊がこれを特徴づけているが岩脈群の比高

第10図照射方向によるリニアメントの強調と減衰効果`1トSpanish

Peaks,CoIo正ado(MAcD0NムLl〕et割1.による)

第11図照射方向によるリニアメントの強調と減衰効果(2〕一Boston

Mts.,A由nsas(MAcD0NALDeta1.による)�
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や幅は30mにもおよぶ.図中きわ立った山陵の(B)

(C)がそれぞれWest,EastSpanishPea長sで正反対

の飛行方向から撮像されたAB面図に生じた陰影の大

きさにはかなりの差のあることが認められる.同様に

して(五)一(")(D)一(1γ)(の等の岩脈無はB

図上では明瞭に識別できるにもかかわらずA図ではあ

まり判然とせずとりわけ(D)一(D1)校どの検出はは

なはだ困難と考えられた.この遠近両レンジの相異に

よる検出能の差はほぼ平行して多数の岩脈が走る(H)

東部では一段と増幅されて現われている.

さらに同図は水系パタンの判読に際しても照射方向

の重要性を暗示する.すなわちA図の遠距離領域では

Apishapa河(G)のstreamchanne1カミ容易に追跡しう

るのに反しB図上の近距離領域ではそれがきわめて困

難であり(I)西方の流域も面図の表われ方には顕著な

差が認められる.またこのときのSLARシステムは

斜距離のままの表示型式を採用していたため例の近距

離における縮尺の圧縮現象か起っておりその典型的な

例は(亙)の線状渓谷灘にみることができる.

による差異は決定的といえるほどには必ずしも感じられ

ない.取り扱う標本数(撮像面積)が大きくなるにつ

れリニアメントの走向は一般にはランダム化の様相を

濃くしてゆくであろうから当り前とも考えられる.

もちろんさればとて照射方向の重要性が何ら減殺され

るものではないし処女地域のSLAR調査においては

最適側線パタンの合理的な計画のための予察飛行はあ

る程度不可欠といえよう.

一方第11図はアｰガシサス州のBostOn山系南部に

おけるSLAR映像でこの場合は3本の異なる照射方

向で撮像されたためそれぞれの陰影効果にはさらに歴

然とした差カミ生じた.本地域はまたこれまでに各種の

リモｰトセンシングの試験的調査がたびたび行なわれ

関係各方面から多大の関心を集めた地域でもあった.

本図の焦点は南北に連なる渓谷灘の示すリニアメント

にある.これらのリニアメントに直角の照射方向で撮･o

像されたA図では(A)一(A1)(D)一(D')の増感カミ｡｡

明らかに認められるのに反し平行方向でとられたB図

80嚢

ではそれほど明確では恋い.まったく逆の現象が前二

��

者とは直交方向にのびる(亙)一(亙!)について観察さ

れ微小な支流群の分布する(C)付近も同様である.

箒蝋㌶貿㌶㍗当警れ㍍阜｡｡･｡

リニアメントの高低差はときには270mにも達するが如

一般に森林に厚く覆われておりもし解析者にB図のみ5｡

しかデｰタとして提供されなかったならば(A)一(〃)60

(D)一(D)'はいずれも判読不能であったものと考えられ･o

照射方向の重要性を裏書きしたよい実例といえるであろ｡O

う.W｡｡

ただ第11図のようにせいぜい数十平方キロの小範囲

では照射方向の比重は大きかったカミBoston山系全域

ともたると事情は相当に異ってくる(DELLwIGeta1.

1968)･第12図は同地域における全リニアメントの方畷嚢平均以上

向頻度分布であるカミこの結果からみる限り照射方向

上記の諸問題に関連してより基礎的な実験を行たっ

たのはWIsE(1969)であった.彼は1平方フィｰト

四方のポリスチレンを用いワイオミングｰモンタナの

ロッキｰ山脈に付随した断裂系になぞらえた45｡傾斜で

8方向に走る円鋸状の谷地形モデノレをつくり照射方向

と伏角をいろいろに変えてその反応を検討した(第13図).

この図でもっとも目立つのはENE方向のリニアメ

ントカミ上段と下段で大きく明暗を分けていることであっ

てこの結果この種の構造がもっとも明瞭にその姿を

現わしてくるのは一方の壁面が完全に影におおわれ他

方が完全狂照射を受ける条件を満している場合と推論さ

れたのである.この辺の関係を図解したのカミ第14区お

よび第15図で伏角をβ谷地形の平均勾配をγとすれ

ば陰影効果による検出能を最大枚らしめる最適の偏位
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それぞれσ)照射方111｣に対するリニアメントグ)方位平均方位

騒平均以下襲

第12図Boston山系における全リニアメントの方向頻度分布

(DELLwエGeta1.による)�
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合ほぼ完全な垂直に切り立った岩頚状の目標

を考える.第16図においてbを斜距離表示上

で目標が映像を結んだ長さ8万を陰影の長さとす

れぱ目標の比高石は

ん=〔工月(L五十8混)〕音

として求められる.同様にして実距離表示では

第13図プラスチックモデルによる照射方向と陰影効果の実験一上段は同一

伏角で照射方向を変えた場合下段は同一照射方向で伏角を変えた

場合(WIsEによる)

角αは次式で与えられる.

ん:(L,8､)去

一8C_DC/tanγ_tanβ

S1nα=一一

AC-0C/tanβtanγ

たとえば平均勾配30｡を有する谷地形部カミ伏負10｡で

照射された場合α=18｡がもっともすぐれた判読結果を

与えるであろう.第14図は前掲の第8回ともある程度

関連しているものであるが実用上この図に包含され

た意義は小さくない.WIsEは10｡ギザミに照射方向

を変えて実験した結果もしすべてのリニアメントをも

れなく捕捉しようと望むならば側線間の負度は40｡を

越えてはならないと指摘している.

ところで陰影効果を利用して空中写真と同じく地物

の比高を測定することができる(L畑趾DEeta1.1969).

ただし再々くり返す通り角度測定であるカメラに対

しSLARは顕離測定を動作原理とするため両者の間

には実際上か放り異質の面があるカ…能動系だけにこ

の点もSLARの方がやりやすいといえるだろう.

�

＼､＼

｡＼＼鋤牝､

E＼＼↑､､く

＼･,β＼D

ぺ一頁1＼一!イ

､/1

＼1/＼1

､､ニュ..｣C

ここで重要なのはこれらの簡単な関係式には

いずれも飛行高度や電波伝播距離などカミ合まれて

おらず使用したSLAR装置の掃引形式さえ削

れば映像上で知りうる量のみから比高が推定でき

ることで実用上の価値は大きい.第17図はエ

ンバイヤステｰトビルをシミュレｰトしたSLAR映像

でこの程度の質の映像を用いても上式を適用した結

果の誤差はわずか数パｰセントにすぎなかった.

もっとも前回でもふれたCRT管面上のスポットサイ

ズの影響を補正(目標像の長さについては減じ陰影長

の場合には加算)しないと精度は落ちるが映像上に結

ぶ地物の長さが距離に依存せず電磁波ビｰムと法線の

放す入射角によってのみきまることをうまく利用した方

法である.さらに飛行高度などの補助デｰタカミ加われ

ばこれとほぼ類似の考え方に立った簡易な式が普通の

丘陵地形のように垂直性にとぼしい一般的な地物の場合

やたとえ垂直に立っていてもたとえば暗い水面上に

陰影を消失している吊橋のような目標に対しても適用で

きるがいずれにせよ総合的な精度が写真よりは多少

落ちるのはさけられない.

一方第8図から各種の地形･地質構造の勾配αにつ

いて

�

�

伏

㌰

角

β

)割

lO｡

第7図のようなモデノレを仮定すれば半定量的推定

℡

戸

℀

“

〈

ち

第14図谷地形モデル(WIsEによる)

��〰㌰〴〰�〶〰�は

谷地形の平均勾配(α)

第15図最適照射方向(WIsEによる)�
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が可能校ことは前述の通りである.すなわちさきほ

どの例(β=θ=40｡)でいえばαは少なくとも47.5｡以

上と見積られるカミ個々の斜面について陰影の長さから

このαを正確に計算しても前提とした仮定が多いだけに

誤差はかなり大きくてあまり実際的ではないしその必

要性も強くはない.むしろ平均中位数モｰドなど

のようにある範囲内での大局的傾向を知ることの方が

とくに地形調査や水理地質の分野では有意義でありし

かも適度の解像力を保持しつつ広大な地域を一望のもと

にカバｰするSLARには打ってつけの処理法といえ

よう.それにはもちろん立体視すれぱよいにはちが

い狂いがこれには撮像飛行そのものからして特殊な側

線パタンをとる必要カミある(LAPRADE,1963).これま

でに撮像されたSLAR調査の多くはそのように行匁わ

れてはこなかったし今後もこれは主としてuSer側の

使用目的にもよるけれどもその線に沿った調査計画が

広く普及するとは必ずしもいいきれない.そこでこれ

また写真との比較においての精度はあまり間わたいもの

として簡便な方法が種々考案されてきた.

たとえばMcCoY(1967)の提口昌した9razingang1e

を利用する方法があるが勾配と入射角がよほど具合の

よい関係に扱いと陰影のなかに対象が埋没したりして

実際の適用は容易ではなかった.この代りにしEwIset

a1･(1973)が提案したのが累積頻度分布による推定法で

内容の詳細は省くが大縮尺地形図カミ既存の北米6カ所に

おいて地形図から求めた値との比較試験を行狂った結

果ほとんど互角どころかとくに山岳地帯ではむしろこ

れをしのぐ精度をさえ示した.第18図がその一例(Sト

ansbury山系ユタ)でバラツキはもちろん不可避と

してもとりわけ25｡ないし30｡以上の急傾斜に対するこ

の方法の卓越した検出熊を立証しておりいかなる統計

量をとるにせよこの地域の代表値はSLAR映像の方

から決定されるのが妥当なことを示唆するものであろ

う.もちろんこれほサンプリングのやり方にもよる

カミこのと.きの地形図は縮尺1:62,500で等高線間

隔は20～40ftであったから相手の精度に不足はなか

ったはずである.

これと正反対の例は第19図と第20図(上)のSevenMile

Peak(オレゴン州)である.第!9図では緩傾斜の部分

で地形図から求めた値と30%もの大きな差異を生じた

カミこれは第20図(上)の映像から判断してこの地域

が全体として円昧を帯びて稜線が不明確なためと解釈さ

れた.同じオレゴン州でも同図(下)のOnion山系

のChromeRidgeは対照的でナイフ状に切り立った

急峻地形は両曲線の良好な相関関係を約束するもので

ある.

なお前例もそうであったが映像の立体視によらずし

て地域的勾配を知る方法がD畑肥andMcC0Y(1969)

によって発表されている.これは実は別に陰影を利用

しているのではないのだが手法としては類似の部類に

属するのでここに一括して要約しておく.ただし

こちらは最低2本の側線についての映像を必要とする.

すでにこれまでの説明から明らかと思われるが第7

図に示したような二次元の傾斜面地形の斜距離表示に

おける長さzは伏角θと勾配αの関数であり〔α=∫

(θ1･θ･･工1,L･)〕平行した二本の側線により目標をは

さんで相反する方向から撮像すれば(第21図)簡単な

幾何学的関係と代数操作により次の関係式が成り立つ.

第16図陰影による岩頚状地物の比高測定

第17図

シミュレｰトしたエンバイヤステｰトビルのレｰダ

』映像(LAp肌DEetal.による)�
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･｡｡α一一(9･ψ二虹･･θ･工ただしR､一ム

(sinθ2+!～工sinθ1)エ｡1

この関係を使いやすい形に整理したのが第22図のノモ

グラフでたとえぱ同図中点線で示した実例ではθ｡=

θ｡:50｡見=O.39としてαは20｡と求めることができ

る.同様にして両側線が2本とも目標の片側だけに設

定された場合(第23図)にも類似の取扱いが可能で第

24図がその解答である.

これらの結果を使用するに当り注意を要するのはこ

れがすべて斜距離について組み立てられていることであ

って実距離掃引のSLARの場合には前掲の第3図

により逆に斜距離に直さねばならない.また地形の走

向と側線が平行になっていない場合にはこの補正を要

することももちろんであるしさらに斜面の延長が非常
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1SLAR陰影による

1.平滑化した蝉曲線

｡SLARデｰタのプロット位置

㈰���

勾配

第18図累積頻度分布による傾斜面勾配値の比較11)

(StansburyMtn.,LEwIsetal.による)
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一一一地形図

SLAR陰最多による

.平滑化した頻度曲線

｡SLARデｰタのプロット位置
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勾酉己

第19図累積頻度分流による像斜面勾配値の比較(2〕

(SevenMilePeak,LEwIsetd1.による)

た長距離にわたったりあるいは近接レンジの範囲では

上式の導出に用いた“斜面に沿って伏角はいたるところ

一定"という仮定が成り立たなくなる点などは留意す

べきであろう.この手法も映像上のパラメｰタのみか

らαを推定しうるもので調査地域内に何ら既知標高の

基準点を要しないものである.縮尺1:24,000の地形

図から求めた値との比較(第25図)では充分実用に

耐えうることが実証された.

一般にこの種の精度の比較に際してはどちらか一方

の値を正しいものとして考察を進めることが多くその

場合どうしても地形図からのデｰタの方がより正確で

値の不同はSLAR側の誤差によるものと考乏カミちであ

るがDALKEらは両者の精度は大体似たようなものであ

ると主張している.たしかに前記のLEwIsらの結果

もこれをある意味では支持しており分解能のハンディ

キャップにもかかわらずSLARの効力はこの種の用

途に対しても相当のレベノレにあることを示唆するもので

あろう.実際平均勾配の差異も標本数が30個付近に

近づくと着実に解消してゆきある地域の大局的傾向は

第20図対照的な地形のSLAR映像(LEwIseta1.による)

上SevenMi1ePeak

下C虹｡meRidge�
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面積にもよるがこの程度の判読対象カミあれば大体把

握できるものと思われる.

このようにしてSLARにおける陰影効果は多方向

から相当に掘り下げた研究が精力的に行なわれてきたし

それは今もなお続いている.以上に紹介したいくつか

の例がそのごく片鱗に接したにすきぬことはいうまで

も祖レ､.(つづく)(筆者は物理探査部)

地質ニュｰスNo.235(1974-3)

のSideLookingAirbomeRadar(SLAR)の文中下記のとお

り訂正いたします

P.34右らん上から9行および10行目の関係式中

9行目焦点式開口合成法:γ=ノ節に非を加え

非焦点式開口合成法:γ=ノ唖とする.また

10行目非焦点式開口合成法:γ:D/2の非をとる

･･行目できれば･･{m～･{の･･････…

できれば10m～30Inの………

にそれぞれ訂正します.
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第21図

地物の両側から撮像

82した場合の伏角と勾

配の関係(D肌KE

etaLによる)
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第23図地物の片側から伏角を変えて撮像した場合(Dalkeeta1.による)

第22図

第21図の場合のノモ

グラフ(D肌KEet

a1.による)

度40

,･,･,･`'…,･11.1･.･･園

黛

暴30

ソ

1:ン

配

㈰

�

r≡.9918

1標準偏差=2.90

第24図第23図の場合のノモグラフ(D虹醐eta1.による)

10203040度

第25図精度の比較(DALKEetal,による)�


